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当NPOが平成20年（2008）に本部を秋田に引っ越し、
平成24年（2012年）から所轄庁が内閣府から秋田県にか
わり、仮認定NPOを目指してきたが、事務局体制が不備
で2014年度末に仮認定申請を取り下げざるを得なかった。
これまで、事務局スタッフとして雇入れたことはあったが、
いずれも、支払い能力が不足で、続けることはできなかっ
た。
昨年度の理事会・総会では、事務局対応に対する代案
はなかったが、NPOを解散することを賛成する者は一人
もいなかった。NPOを維持することのメリットは、少しずつ
理解されてきた。つまり、助成申請をする場合、当NPOが
バックについていることのメリットは大きく、採用される可
能性が大幅に増えるからである。例を挙げれば、2011-
12年の秋田県の新しい公共事業、2014-15年の日立環
境NPO助成事業、2013-15年の前田建設工業CSR事業、
そして、今年は横浜と秋田における地球環境基金助成申
請をバックアップしたが採択されず、現在、READYFOR海
の森づくりプログラムを実施している。
トップダウン方式から、地方の芽の自主的な活性化を
目指す緩いネットワーク化を中心とするものになった。そ
の結果、長崎県や宇和島で始まった海の森づくりの芽は、
6次産業化と結びつき「壱岐のうみ」を開業し、化粧品「壱
岐のたから」を含むコンブの高付加価値商品を開発した
壱岐をはじめ、秋田、横浜、東京・函館等の海の森づくり
の芽は大きく伸びた。財源については、会費収入、寄付
金、広告料が中心であったが、広報活動を活発化して、
それらの収入を増やさなければならない。また、本年度か
らは、収益事業を開始することになり、種糸の斡旋手数
料（10％）が入るようになったが、これまで受けてきた県税
（21,600円/年）と市税（6万円/年）の課税免除は受けられ
なくなった。したがって、この収益事業の実質化には、規
模の拡大とさらなる工夫が要求されている。つまり、当
NPOが後援や共催している申請が採択された場合、その
助成金額の1部を事務経費として本部に還元するシステ
ムや支部としての上納金（例えば年間10万円）を納める
システムや受益者の還元方法等を確立する必要がある。
専従の事務局スタッフを雇うために、クラウド・ファン
ディングを活用することも考えた。しかし、今年は準備不

足で先に進めない。READYFORの担当者の話では、クラ
ウド・ファンディングは本来、人件費対応ではなく、生産物
の販売拡大に向けたネットワークによるPR対応であり、
当協会が扱っている「コンブ」はその対象として非常に面
白い。環境に関心のある不特定多数の人から出資を募り、
「海の森づくり」という公益事業や「コンブ・ワカメ」という海
藻生産物を還元する方法を「リターン」として確立できれ
ば素晴らしい。これまで当協会のPR対応は非常に消極
的であったが、このシステムを取り組むことによってPR効
果は大きくあがり、会員を増やすことにもつながる。収穫
祭でやっている一株オーナー制度や道の駅・割烹などへ
の直販や1次加工をして、乾物、粉、冷凍品として出荷で
きる。このような事業を単独で取り組んで稼いだ一部で人
件費を清算できるのではないか？本件に関しては、もっと
もっと勉強する必要がある。先ずは、小規模でも、まとま
るグループ（含生産者、リターンの販売業者、事務局）の
いる所からモデル事業として開始する。これを当協会全
体としてバックアップするのである。クラウドファンデイン
グのようなソーシァル・ファンデング出資者に対する還元
は、「海の森づくり」を支援しているという満足感とリターン
（出資額の10％程度）＋NLの送付＋関係するイベントの
ご案内等である。生産者とリターンの販売業者は各自の
総収入の1定額を当協会に還元したり、「海の森づくり」エ
コラベルを通して還元することが考えられる。
秋田県では、早どれコンブが500g当たり400円の特価
で直販されている。2016年2月28日の岩城道の駅と3月13
日の秋田県男鹿市で開催されたコンブ収穫祭には2,000
人以上が集まった。漁業者が値決めする時代の到来で
ある。来る4月23・24日の横浜の収穫祭には、1万人以上
の来場が期待されている。
2016年度の課題は、2015年度に築いたべースをいか
に軌道に乗せるかである。一層のご協力・ご支援をお願
い申し上げます。（松田惠明記）
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海の森づくり：過去・現在・未来
高知大学名誉教授 大野 正夫

岩礁域に大型褐藻のホンダワラ類やコンブ類、汽水域の
砂地に海草アマモの仲間が密生し魚介類が育成するとこ
ろは海の森、藻場と呼ばれる。海の森づくりはコンブ・ワ
カメ・ホンダワラ類の養殖も含まれる。藻場の拡大・衰退
は、黒潮の接岸・離岸による海況によって年変動をしてき
た。そのため古くから漁業者は、藻場を安定させるために、
投石や岩磯の表面を裸地化（石灰藻を削りとる・磯掃除）
をしたり、成熟した藻（母藻）を投入してきた。多くの海域
では、長年、漁業協同組合が自主的に魚介類・海藻保護
区域を設けてきた。
1970年代より、各地の沿岸の開発や漁港・防波堤の整備

や海水温の上昇によって、藻場が石灰藻に覆われて、岩
礁がピンク色になり有用な海藻が消える状態（磯焼け）が
続いた。太平洋沿岸での被害が多く、この頃より公的な
事業として人為的藻場造成事業が行われ始めた。1990

年以降は国・県・市の補助により水産系試験研究機関の
指導で、全国的にウニや食害魚介類除去・母藻の投入、
海藻種苗を生産して投入したコンクリート基盤に付着させ
る方法が行われてきた。しかし、その成果は充分には現
れていない。

その原因は海水温の上昇（地球温暖化）が続いており、
カジメ類や温海系ホンダワラ類の葉体が生理的に弱って
枯れて消滅していった。近年、南方系ホンダワラ類の生
育域が北上してきて新たな藻場が形成されつつある。藻
場の回復には、海況の変化に合わせて、高水温にあった
大型海藻や食害に強い海藻（硬い葉のホンダワラ類）を
選択して、この30年間に開発された藻場造成技術の生

かした造成法を推進する必要があろう。この事業は、漁
業者のボランテアにたよる施策になりつつあるが、1960

年代の藻場を取り戻すには、沿岸環境の保全を目的とし
た国の重要な施策として進める必要がある。

海の森づくりとして、1970年頃よりコンブ・ワカメの養殖は、

これらの仲間が天然岩礁に繁茂していた海域で、需要の
増大により増産を目的にして発展し
てきた。1990年以降には、東北以南の海域でコンブ養殖

が行われるようになり、九州の天草や長崎まで小規模で
あるがコンブ養殖が行われるようになってきた。その事業
には海の森づくり推進協議会の活動が後押している。し
かし、温・暖海域域でのコンブ養殖は、地球温暖化の影
響をうけて、高水温の年は生産が落ち、設置した種苗が
枯れることもあり不安定になってきている。

コンブ類は、寒海性の海藻であり、現在暖海域でコンブ
養殖を行われているところは、コンブの生育には限界に
近い海水温の海域まで行われている。このような温・暖海
域で育ったコンブは、薄いが柔らかくワカメと同じような用
途がある。鳴門海域では30年間、ワカメ養殖海域でコン

ブも養殖されているが、主な用途は“おでんの素材”と
なっている。この養殖場ではワカメ養殖者が行っているが、
コンブ葉体の先端部への付着物の除去などに手間がか
かるので養殖規模は拡大していない。今後、コンブ養殖
を全国に広げ、海の森つくりとして普及させるには、海水
温に強いコンブ品種の開発が必要である。中国では高温
に強いコンブを選抜法で開発し、海南島（九州沿岸より高
水温）までコンブ養殖が行われている。全国的にコンブ養
殖を推進させるためには、水産系試験研究機関と共同試
験を行い、高水温に強いコンブ品種の開発が必要であろ
う。西日本海域に種苗生産の拠点をもって、この海域で
養殖を行い、大きく育ったコンブ葉体を選抜して胞子を取
り、新たな種苗にすることを繰りかえすことによって、高温
に強い品種を開発する必要があろう。もう一つの課題は
今までコンブの利用・用途開拓が十分にされてこなかった。
コンブによる森づくりを普及させるためには生産されたコ
ンブなどの用途の開拓がなされなければならない。
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かじめの造成写真初期の移植期と繁茂期

はじめに

湘南の中核都市である神奈川県藤沢市で３０年暮らして
還暦を機に５年前に帰郷。
高校まで秋田で過ごした私には 現在の秋田県の衰退
ぶりは驚愕の日々でした。

人生の第ニステージを故郷に恩返しをしたいとの思いが、
この「海の森づくり 秋田県支部」との出会いにつながり
２０１４年８月より県支部長を務めています。
秋田県支部は 当ＮＰОが０８年に本部を秋田に引っ越
し １１年から本県で活動を展開したのが発端である。

活動の目的は 県内にモデルケースとして「海の森づく
り」に関心の高い一般市民を増やし事業に対する支援体
制を確立することである。会員は 現在１３名。
２．主な取り組み活動
２０１５年は 日立財団の助成を受けて 次の主な活動を
展開した。
① 藻場調査の実施＝男鹿市北浦 八峰町八森・・・(６
月)

② 報告会・シンポジウムの開催＝北浦の漁業を考える
(９月)

八森よめこ漁業シンポ(１０月)

釣り人と秋田の海を考える(１１月)

③ 早採れ昆布＆わかめ収穫祭＝由利本荘市道川(２
月) 男鹿市双六漁港(３月)

④ 新春意見交換会(１月)

３. 活動の内容 〜藻場調査とシンポジウム〜

秋田県魚ハタハタの屈指の漁獲量を誇っていた男鹿市
北浦漁港は ここ数年不漁が
続いている。そこで地元漁師が指摘する今まで一番先に
ハタハタが押し寄せる藻場の調
査を行った。結果は 海底の藻場が枯れる「磯焼け」が確

認され ハタハタの産卵場となるホンダワラ類が減ってい
る状況が水中映像で分かった。この報告会を 県漁協北
浦総括支所で開催。

県水産振興センターの主任研究員から「今 秋田の海で
起きていること」 との基調報告と併せて藻場の再生へ向
けて漁師らと議論を深めた。
また八峰町では「八森よめこ漁業ブログ」を運営する若い
女性が「漁師町はちもりに嫁いて報告。子供たちが大きく

なっても船のある風景が見れるよう情報発信を続けたい
と語った。秋田市では 釣り東北社長と県水産漁港課長
をパネリストに釣り人の観点から秋田の海を考えるシン
ポを行った。
４. 早採れ昆布＆わかめ収穫祭

２月下旬の道川収穫祭に引き続き ３月中旬に男鹿市
双六漁港で はじめて早採れ昆布＆わかめの双六収穫
祭を実施した。昨年は ３月上旬まで順調に生育していた
昆布が
海水温の急上昇により全滅した経緯があるだけに 今回
は二重の期待感があった。地元
新聞が 前日に「早採れ昆布味わって」の特集記事を掲
載したこともあり当日は県内から1,000名を超える来場者

があった。海から春の訪れを告げる風物詩としても定着
する気配である。
５．まとめ

秋田県の藻場は ２万トン以上のハタハタが採れた頃
の１／２０以下となっている。２６３Ｋｍにも及ぶ海岸線に
横たわる前浜の活性化は急務である。農業県である県民
の「海」に対する関心は高くはないが この５年間の「海の
森」活動で モデルづくりの芽は育っている。県水産振興
センターはじめ行政機関との連携も深まり 「民」－「官」
－「学」の３者連携により環境に優しい「持続可能な海の
森づくり」を日本海の秋田から実現したい。

2.
秋田プロジェクト

加藤真一7.

事務局から

大阪と東京に事務局の拠点が開設されました。
ご協力の程、よろしくお願いします。

大阪：下村 温 電話 090-2716-7043

e-mail simo0810@icloud.com

下村栄江 電話 080-8315∸8927

e-mail   amaeru.sakaeru888@gmail.com

東京：柳沢浩一 電話＆Fax: 03-3492-3713

e-mail   yanako1117@gmail.com

堀田健治 電話：090-3690-5075

e-mail: kjhotta1945＠gmail.com

秋田：松田惠明 電話＆Fax: 018-833-7734

e-mail matsuday2015@gmail.com
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熱田親憙氏
NPO法人ネパール･ヨードを支援する会
理事長
あのイーハトーヴォのすきとおった風、夏でも底に冷たさ

をもつ⻘いそら、うつくしい森で飾られたモリーオ市、郊

外のぎらぎらひかる草の波。

またそのなかでいっしょになったたくさんのひとたち、

ファゼーロとロザーロ、羊飼のミーロや、顔の赤いこども

たち、地主のテーモ、山猫博士のボーガント・デストゥ

パーゴなど、いまこの暗い巨きな石の建物のなかで考えて

いると、みんなむかし風のなつかしい⻘い幻燈のように思

われます。では、わたくしはいつかの小さなみだしをつけ

ながら、しずかにあの年のイーハトーヴォの五⽉から⼗⽉

までを書きつけましょう。

桑折広幸氏
札幌こんぶ屋代表
ヒマラヤン･グリーン･クラブ会員
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たち、地主のテーモ、山猫博士のボーガント・デストゥ

パーゴなど、いまこの暗い巨きな石の建物のなかで考えて

いると、みんなむかし風のなつかしい⻘い幻燈のように思

われます。では、わたくしはいつかの小さなみだしをつけ

ながら、しずかにあの年のイーハトーヴォの五⽉から⼗⽉

までを書きつけましょう。

オオニシ恭子女史
あのイーハトーヴォのすきとおった風、夏でも底に冷たさ

をもつ⻘いそら、うつくしい森で飾られたモリーオ市、郊

外のぎらぎらひかる草の波。

またそのなかでいっしょになったたくさんのひとたち、

ファゼーロとロザーロ、羊飼のミーロや、顔の赤いこども

たち、地主のテーモ、山猫博士のボーガント・デストゥ

パーゴなど、いまこの暗い巨きな石の建物のなかで考えて

いると、みんなむかし風のなつかしい⻘い幻燈のように思

われます。では、わたくしはいつかの小さなみだしをつけ

ながら、しずかにあの年のイーハトーヴォの五⽉から⼗⽉

までを書きつけましょう。

2016年,012号

大野先生の「海の森づくり：過去・現在・未来」に対するコメント

やまと薬膳「いってん」主宰 オオニシ 恭子

大野先生の論文興味深く読ませていただきました。

環境の変化で海の生体系も変わるので、人為的に対処し
ていかなければならないのがよくわかりました。その上

新たな環境を受け入れ新たな利用を組み込んでいく、常
に流動的に我々も再生していく必要があるのですね。ダ

イナミックに海のなかでおきていることと対峙して行く研究
と、平行し、私達の生活に具体的にアダブトさせていく

研究が必要だというその部分に貢献できないかと思いま
す。

昆布はすでに出し、粉末、佃煮、煮物で利用されておりま
すが、出しとしての昆布をさらに進化させることが良い

のではないかと思います。薬効的にも血圧安定、降下、
のこうぎありますので、人工的な出しとは比較にならない

旨味、質があります。例えば昆布を発酵させるとか漬け
込むこと、出しを冷凍から粉末にするとかできないものか
とおもいます。研究、実験してみたいとおもいました。
オオニシ

壱岐のうみ、壱岐のたから
壱岐プロジェクト 二協開発専務取締役 浦田 俊信

壱岐の内海湾でコンブ養殖が始まったのは2002年だ。そ
れから11年して、消滅していた天然藻場は回復し、第2回

のコンブサミットが壱岐と東京で開催された。コンブは海
の浄化や藻場復活、稚魚のすみかなど環境的役割だけ
でなく、アワビやウニの養殖用の餌や健康飲料である液
化性コンブ「サンサン昆」の原料にもなっている。2013年3

月に壱岐産コンブの地産地消を目指して、「こんぶ祭り―

大試食会・ミニ料理教室」を「壱岐のうみ」で開催した。壱
岐産コンブは北海道産のだし昆布とは“別物”である。

壱岐産コンブはそのまま食べてもサラダ感覚でおいしく、
ワカメとはまた違った独特の味わいがある。また、魚のす
り身に混ぜると、弾力が増して滑らかな口触りとなり、コン
ブのうま味や香りも感じられる。コンブで巻いたサバ巻や
豚肉巻も予想を超える味の深さがある。市販のホットケー
キミックスにコンブを４％ほど混ぜて焼くと、ふんわり・もっ
ちりしてクリーミーな口触りとなり、味の奥行が深くなる。
パンや菓子もコンブ入りとそうでないのとでは、味が別物
である。コンブには、フコイダンやヨウ素、カルシウム、植
物繊維、灰分、微量元素バランス等が特徴的で、海藻食
の健康パワー再評価の時代が到来した。

2014年3月30日に、農商工連携ファンド事業として「壱

岐産こんぶの料理と試食の集い」を一支国博物館の体験
交流室で開催した。参加者は80名。主催した二協開発の

私の挨拶と液化こんぶ「サンサン昆」の開発者久原俊之
氏の講演があった。私は、10年かけて開発してきた健康

に有効な壱岐産コンブの料理への活用を話し、料理の実

習を展開した。久原氏は、北海道産コンブより多いフコイ
ダンやアルギン酸を持つ壱岐産コンブの生薬的効果につ
いて話した。料理の実演では、13種の料理を紹介した。

食した人からは、「マグロのコンブ巻がおいしい。」、「粉末
こんぶ3グラムをみそ汁に入れると、トロトロ感が楽しめ
る。」、
2016年6月4・5日に、海の森づくり第14回シンポジウムが
芦辺町つばさで開催された。
現在、「海の森づくり」を継続して行くには、6次産業化して

採算性を自前で調達する他はない。今回のシンポジウム
はそのためのものである。浦田氏は壱岐産コンブの特徴
を分析し、壱岐産コンブは化粧品原料にもなることを発見
し、事業化を進めている一方、会場では沢山のコンブ入り
料理を試食させた。西崎氏は、食害魚は利用価値がない
のではなく、利用の仕方次第であることをアイゴやイスズ
ミ等を例に説明した。オオニシ氏は、「壱岐のコンブは柔
らかさが特徴。海の塩分そのままの味付けでおいしい。
その特徴を活かせ。」と言って、壱岐産コンブを縦に3本に

切り、そのままトグロに巻いてから揚げにしたものを皆に
食べさせた。久原氏は、栽培コンブの食品機能性につい
て話した。パネル討議では「採算性問題は共通課題」、
「若い人たちに伝えてゆく必要性」、「情報発信が不足」、
「イメージしやすいパンフの必要性」、「漁業者との繋が
り」、「6次産業化は避けて通れない。」

「環境づくりにプラス採算は必須」、「海の森づくりマーク
の創設」等が議論された。

3/11・12、五島コンブ視察を終えて

末竹和行

去る、3/11・12、下村さんご夫婦、横山さん、姫野さんに

五島までお出でいただき、五島でのコンブ養殖ならびに、
コンブを利用したアワビの海面養殖について、視察して頂
きました。
皆さんの到着が、夕刻であったため、宿泊予定の「民宿

えび屋」での合流となり、五島の新鮮な魚介類を召し上
がっていただきながら、磯焼けの現状とコンブ養殖に係る
問題点や現在行っている食害対策についてお話しさせて
いただきました。

翌日12日09:00より、漁船に乗り込んでの現地視察を行
いました。
まず、コンブの養殖場に到着し、間口195mに張られた食
害防止用のネットについて説明を行いました。
長さ195m・最深部25mの網で入り江を囲み、食害を起こ

す魚の侵入を防いでいることと、この防護対策でさえ不十
分であり、魚の侵入により昨年も食害を受けたこと、防護
網設置及び撤去作業にかなりの労力を必要とすること等
を、伝えさせていただきました。
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噴火湾便り
函館昆布プロジェクト代表 成田 省一

朝雲に映える“エゾ富士”を仰ぎ見る。噴火湾東部の海
岸は海に生きる人々にとっては宝の海である。世界3大

漁場の恵山魚田、その群来を待つ大定置網漁業、生活
の安定は天然昆布資源である。1970年代に確立された

養殖昆布は海を畑にするという理想を実現してきた。無
給餌養殖事業は噴火湾では昆布とホタテ貝である。噴火
湾は巨大隕石が落下して出来上がったとされている。は
るか1万年前、高台に暮らした縄文人は河川にのぼる鮭

鱒を採り、鹿や熊を追いかけ、鯨を仕止めていた。栗林を
造成し、そば・あわ・ひえを栽培していた。ひすいやアス
ファルトは交易品となり、うるし製品と交換したのであろう。

「和食」が世界無形文化遺産に登録され、「昆布・しいた
け・かつお」の３大だしが注目をの最大基地である。旧函
館市の市民は「南茅部」のことを陰海岸と称してきた。函
館の陰は函館市となって「表」に出たのだ。大阪一辺倒に
届けてきた昆布は原料移出から加工品を生産する地区
になりつつある。

2005年南茅部町は函館市に吸収された。南茅部地区
の6つの漁協も合併した。その南茅部漁協は本所が臼尻

町にある。玄関の看板は「昆布戦略本部」となっている。
看板に“イツワリ”なしを実現するためには何が必要なの
か？それは自信と誇りであろう。
平成14年、そして15年と70年ぶりに献上昆布を復活さ

せた。酵母群の共生醗酵技術を開発した（株）シマ・ビケ
ンの戸島裕司氏の力添え受けて、日本料理の宗家「四條
司家」の四條祭に出品したのだ。古式製法にこだわり、天
日干しした尾札部昆布を正副各5㎏入れた特製杉函は百
年杉を10年間乾燥したものを船大工の金沢良悦氏が制
作した。翌年の15年には、野村貢氏が発明した「3年真昆
布」も献上品として収めた。

四條司家は南茅部漁協に対して、生産の委嘱状を手渡
している。明治時代、そして昭和時代と2度の献上昆布の

歴史を改めて革新の力として行くことが今後の使命となる
のだ。
本年3月1日、2日の両日、ウラジオストックの極東連邦
総合大学と日本大学の昆布研究者7名が南茅部漁協を

訪ねた。養殖技術を説明して、ロシア極東の昆布資源に
対する考え方を交換した。無限に広がるロシア極東海域
に育つ昆布は数百万トンである。全く手つかずである。ロ
シア政府はロシア人の長寿食・医療食に昆布活用の道を
求めている。すでに沖縄の長寿食の研究にも取り組んで
いるのだ。
平成12年6月の「海の森づくり」のシンポジウム開催は、

「昆布」で活きる南茅部に新風を吹き込んできた。日本大
学生物資源科学部が目指す日本大学昆布プロジェクトは、
地域再興を産官学の協力で実現するという理想を追求す
ることになる。昨年は1名が3年真昆布の発明者野村貢氏

宅で実習体験をしている。本年はいよいよ学生数も増え
ることになる。廣海十朗教授、陶慧講師、そして理工学部
の堀田健治名誉教授は平成11年から親交を深めてきた。
丁度満5年になる。次の展開は以下にすべきか？点から

線を描くことを大事にして、少しずつ歩みを進めて行きた
いものである。
追記

極東大学のカリニフ教授は「昆布」の可能性について次
のように述べている。

「遺伝子組み換えがなく、自然の力が昆布を育て。海中
に農薬が存在しない。」

このことを踏まえて「昆布」を世界中に発信する時代にな
る。

6.
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ファゼーロとロザーロ、羊飼のミーロや、顔の赤いこども
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までを書きつけましょう。
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2016年,012号

1. 気候変動の現状

経験したことのない集中豪雨、国内最高気温の更新、北
極海氷の減少と北極海航路の開設など、地球温暖化と
異常気象との因果関係が科学的に解明されようとしてい
る。一方で、1880年から2012年の間の世界平均気温は、
0.85℃の上昇があったことは事実。2013年のIPCC（気候
変動に関する政府間パネル）AR5報告書によれば、21世

紀末までの海面上昇予測は26～82cmと予測されている。
2. COP21「パリ協定」とUNEP国連環境計画による提唱
長年にわたる紆余曲折を経て、昨年2015年12月12日パ
リ郊外のルブルジェで開催されたCOP21では日程延長の
末、世界196か国・地域が開発途上国グループ77か国
に対し、年＄1,000億強を再生可能エネルギー導入を対

象とした財政支援を実施することを条件に、まさに歴史
的・挑戦的な合意が採択された。先の京都議定書では

、賛同に至らなかった米国・中国も「パリ協定」では人類
益・次世代への地球環境保全を重視せざるを得ない現状
の認識があったとみている。
3. 永年の懸案、漁業者との協力合意
東京湾周辺１都3県の人口は、日本全人口の30％を占め
る3600万人の胃袋を有する。にも拘らず、海の森づくり運
動の中で、堀田教授の尽力による実証実験が過去に7海
域で小規模に実施されたに過ぎない。2002年の協会設
立から間もない2003年暮れにコンブ種糸が沖出し設置さ
れ、2004年春の収穫祭に一株オーナー制を導入し、一般

市民を対象に啓蒙普及を試みたが、漁協の反発に遭遇
し、功を奏さなかった。かかる歴史を踏まえ、今般の横浜
での取り組みは漁業者のやり方、組合のしきたりを重視
し慎重を極めた。そして、合意に至った最大のポイントは、
49歳の新任の黒川組合長の存在。彼は組合改革の意欲
と情熱を備えていながら、前任の75歳の組合長の顔を立
てることにも配慮できる卓越した指導者と拝察した。
4. 初年度実証実験の現況

コンブ・わかめの栽培実績のある金沢支所の前浜が栽培
生簀として指定され、4月早々から始まるアナゴ漁に備え、
3月中のコンブ収穫完了・生簀の撤去という所属の25名

の漁業者（組合員）の行動予定に合わせた。北海道南茅
部、青森市水産試験センター、岩手県重茂漁協の3か所

の種苗生産施設から、最も納期の早い南茅部からの種
糸100m供給をお願いした。
1）11月2日種糸金沢支所到着、11月5日早朝から沖出し

作業。
2）12月2日秋田から松田代表理事にもお越しいただき、
第1回モニタリングを実施。計測結果: Max 300X40ｍｍ
3)  2016年1月12日 第2回モニタリング 計測結果：Max 

1,300 X 120mm

4)  2月12日 第3回モニタリング 計測結果：Max 3,100 X 

210mm    水温（水深2m）10℃ 気温：12℃、PARI(港湾空

港技術研究所より、桑江チームリーダーがスタッフと共に
立ち会ってくれた。
5）2月29日 第4回モニタリング（最終回）計測結果：
4,100 X 230mm

6)  3月14日 収穫１ 385kg 浜揚げ、海水洗浄の後先端
部横エビなどの動物プラ
ンクトン類の付着を切り捨て、組合スタッフが計量。30箱

のH5型段ボールに収
納。三浦三崎港の超低温冷凍庫に保管。
7)  3月17日 収穫2 1,100㎏ 91箱の段ボールに収納、
三崎超低温冷凍庫に保管。
8）3月23日 収穫3 略1,000㎏

5．達成すべき目標

今までの海の森づくりの歴史を振り返って見るに、所
管漁協の協力さえ得られれば、海域環境によりバラつき
はあるにせよ、計画栽培は順調に進捗する。しかしなが
ら、コンブ栽培という運動から、世間でよく言われる6次産

業化への道のりは、相当険しいものがあると言わざるを
得ない。
即ち、公的資金又は企業のCSR活動の支援を仰ぐこと

なく自助努力のみでの事業の収益性確保がない限り、漁
業者の積極的参入は不可能とせざるを得ないことになる。

そこで、「里海イニシアティブ」では集中的に出口戦略
にエネルギーを傾注することとした。
1）食品分野 2） 化粧品分野 3）医薬品分野 4）肥・飼料
分野 5）カーボンクレジット取引分野
6．昆布革命という意識転換
出口戦略の策定の中で重要なことは意識の改革。海

の森づくりの仲間である天満大阪昆布代表、喜多條清光
氏の「奇跡の昆布革命」、「昆布水レシピ」、「昆布水でや
せる！」は、夫々の著書の中で紹介されている矢澤一良
（現）早稲田大学教授（前東京海洋大学特任教授）の貴
重な臨床データの提供。ご両氏とは、折に触れて密接に
連携を図らせていただく所存。 （藤野修二郎記）

一般社団法人（登記申請中）里海イニシアティブ

ブルーカーボン横浜プロジェクト：コンブを食べて、地球を救おう！！5.

以前は、ロープに種糸を差し込むだけで大量のコンブを
生産出来た漁場ですが、今となってはこうした防護対策を
施さなければ、海藻の養殖が出来ない現状を理解して頂
きたいと思ったからです。

現体制での防護対策は、昨年より実施いたしましたが、
一昨年は20m×50mのイケス式での防護網を製作し、コ
ンブを保護してまいりました。
しかしながら、イケス式の防護網だと、4月に入り網に付

着物が増えると、海水の流れ込みが阻害されるためか、
急激に成長が止まり、先枯れが目立つようになり、コンブ
の厚みが出る5月まで残すことが出来ませんでした。

防護網内の水量の確保が重要であると考え、漁協にご
理解いただきながら、入り江を網で仕切り、防護対策を講
じたところです。

昨年は、発芽・生育共に順調で、多少の食害は受けまし
たが、ひとまず防護機能は発揮できたと思っております。
しかしながら、平成27年12月から取り組んだ、漁協の磯

焼け対策事業において、クロメの中間育成事業の折、翌
平成28年1月末、5~10cmに伸びた状態で食害を受ける事
態が起きました。

私は、カワハギ・ふぐ・バリなどによるものと思いましたが、
6節の目合いから侵入する魚がいるのかと不思議に思っ
ておりました。
結果は、約1cm程の小さな「アメフラシ」による食害でした。

つまり、今後どの様な網で防護対策を施したとしても、こ
の海域では、新芽の時期にアメフラシの食害を受けると
いうことなのです。
ほんの10年ほど前まで、潮が引くと海岸の岩が見えない

くらい生えていたヒジキも、干潮時には海底に隙間なく生
えていたワカメも、今はその面影もありません。

地球温暖化による海水温の上昇や、家庭排水や公共工
事などによる泥水の流入、食害による海藻の新芽はもと
より母藻までが壊滅的な被害を受けている現状を目の当
たりにするとき、私が、養殖によりコンブを防護網で守る
程度の保護対策では、もうすぐ立ち行かなくなる気がして
なりません。

やはり、公共工事としてしっかりと予算組みをしながら、も
う少し規模を拡大し、広範囲に対策を講じる必要があると
思っています。

漁場を視察して頂きながら、このような話をさせていただ
きました。

出来るだけ多くの皆様に、磯焼けの現状を認識して頂き、
資源回復の困難さと我々が真剣に手を加えなければ、生
態系そのものが崩れそうな状態であることをご理解して
頂きたいと思っております。

視察を終えて、参加されたみなさんが、この海で起きてい
る深刻な現状をご理解いただけたと信じております。

「海の森づくり推進協会」が、全国に広がるネットワークと、
これまでに蓄えたノウハウにより、疲弊する沿岸漁業に、
的確な提言をしてくださることを期待しております。

五島ツアー報告五島の末竹さんにお会いして参りました。
有り難う御座いました。

平成２８年３月１１日・１２日に末竹さんとお会いできまし
た。横山さん、姫野さんとも大変に話が弾みました。全く
素人の妻も大変に興味を持って見学をすることが出来ま
した。どうも有難うございました。
見学をさせて頂いた内容をご報告申し上げます。

末竹さんの昆布養殖の漁場は、ご自宅前の桟橋から風

を受けながら１５分ほど島と島の間を船外機付き舟で移
動した所に有ります。小さな入り江を利用して、その出入
り口を食害予防目的の網で遮った中に養殖用の多数の
ロープが張られていました。

末竹さんによれば、昆布養殖を開始した当初は、この効
果で周辺の海域にもワカメやヒジキ、カジメが繁茂する環
境に改善され、手ごたえを感じたそうです。ところが、ここ
３年は昆布の生育が食害などによって思うように行かなく
なって来ているとの事でした。それは、これまでにご報告
をされたバリ（イスズミ）によるものだけでなく、新たにアメ
フラシも加わっての食害が見られるとの事です。そして今
や、温暖化の影響なのか、五島のかなり広い海域で海藻
類が見られなくなって来ているそうです。

危機的な状況です。昆布を早く広域に増やして、五島の
海の危機を解決したいわけです。今起きている問題の解
決手段が欲しいわけです。解決の手段が無いと、

五島で昆布作りが普及できない事になります。その点を、
海の森づくり推進協会の全国情報ネットワークを通じて
探って欲しいとのご要望です。
具体的には
1 はたして、五島や壱岐で起きている事は、全国的にも起

きているのでしょうか？（今年は、壱岐の昆布の生育も良
くない）
2 五島や壱岐だけの問題ならば、どの様な原因が考えら
れるでしょうか？
3 ワカメを食害から守るために昆布を囮にしても良いとも

考えているので、その考えを学術的にバックアップしは頂
けないでしょうか？
4 ③に依って、長崎県が昆布養殖を理解して、土木工事

の代わりに昆布養殖場の整備をしてくれるように働きか
けたい。（海はどこまでも広大で、末竹さんの養殖場の昆
布だけでは力不足です。大規模な取り組みが必要で
す。）
5 例えば、コメで品種改良をしているが如く、昆布も南の

海に少しでも適している品種の選抜が可能でしょうか？
以上です。

私（下村）なりの視点で考えると、末竹さんのご要望はク
ラウドファンディングで解決可能な部分もあるのではない
かと思いました。 官に出来ないことを民で引き受ける。
目的は「山、川、海、人の健康を取り戻す」。目標は「海の
森づくり」。手段が「昆布養殖」。クラウドファンディングの
仕組みを上手く利用すれば、昆布養殖を中心とした取組
みが利益を生み、成功事例は官を動かす原動力となり、
公共性が証明されて、土木事業にも発展するのではない
かと思いました。

それにしても五島の海は、澄んで美しくあり、美味しくも
ありました。

末竹さんのお母様の食べきれないほどのお料理も最高
でございました。

また何よりも広大な海で、お一人で昆布養殖を行い、アワ
ビの養殖、ヒオウギ貝の養殖も行い、広い庭ほどもある
養殖いかだを組み、修理して、日々、地球の環境を考え
続ける末竹さんは鉄人であり哲人です。

お孫さんのランドセルについて話される末竹さんの笑顔
が最高でした。

末竹さんに改めて御礼を申し上げます。どうも有難うござ
いました。次回は収穫時期に是非ご訪問をさせて頂きた
いと思います。

この場をお借りしまして、昨年の壱岐で浦田様にもお世
話になりました事も御礼申し上げます。壱岐や五島の海
の為に出来る事があれば、実行したいと思います。

以上、簡単ではございますがご報告とさせて頂きます。
（下村 温記 H18.4.1）
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